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道徳教育



道徳科の目標

「道徳教育の目標に基づき、よりよく生きるた
めの基盤となる道徳性を養うため、①道徳
的諸価値についての理解を基に、②自己を
見つめ、③物事を多面的・多角的に考え、
④自己の生き方についての考えを深める学
習を通して、道徳的な判断力、心情、実践
意欲と態度を育てる。」

小（中）学校学習指導要領（平成29年告示）
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１ 道徳科の趣旨

○ 道徳科の目標について



① 道徳的諸価値を理解する。

価値理解…道徳的価値は大切であること

人間理解…大切ではあるが実現は難し
いこと

他者理解…実現に向けては多様な感じ
方・考え方があること

小（中）学校学習指導要領（平成29年告示）解説「特別の教科 道徳編」 3

○ 道徳科の目標について



② 自己を見つめる＝自分との関わりで
道徳的諸価値をとらえる。

・このような学習を通して、児童一人一人は、
道徳的価値の理解と同時に自己理解を深め
ることになる。

・道徳的諸価値についての理解を自分との関
わり（これまでの自分の経験やそのときの
感じ方、考え方と照らし合わせながら）で
行う。

小（中）学校学習指導要領（平成29年告示）解説「特別の教科 道徳編」 4

○ 道徳科の目標について



③ 物事を多面的・多角的に考える。

・道徳的価値の理解は、道徳的価値自体を
観念的に理解するのではなく、道徳的価
値を含んだ事象や自分自身の体験などを
通して、そのよさや意義、困難さ、多様
さなどを理解することが求められる。

小（中）学校学習指導要領（平成29年告示）解説「特別の教科 道徳編」 5

○ 道徳科の目標について



③ 物事を多面的・多角的に考える。
・道徳的価値の理解を基に、自己を見つめ、
物事を多面的・多角的に考えるという道
徳的価値の自覚を深める過程で、道徳的
価値を自分なりに発展させていくことへ
の思いや課題が培われる。その中で、自
己や社会の未来に夢や希望がもてるよう
にすることが大切である。

小（中）学校学習指導要領（平成29年告示）解説「特別の教科 道徳編」 6

○ 道徳科の目標について



・Ａさんの近所の庭に、Ａさんが大好きなおばあちゃ
んが丹精込めて育てた花が咲いています。

・ある日、Ａさんのお母さんが風邪をこじらせて入院
することになりました。

・そのことを聞きつけたおばあちゃんは、「お見舞い
に、庭の花を好きなだけ切ってもっていきなさい。」
と言います。

・Ａさんは、「お母さんは心配だけれど、おばあちゃ
んが大切に育てたお花を切るのはちょっと・・・。」

③ 物事を多面的・多角的に考える。

Ａさんは、どうしたらよいでしょうか？
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○ 道徳科の目標について



今までに、家族のことを考え
て役に立てたことはあったか
なあ…

今までに、礼儀正しくしなくてはいけ
ないときに、失礼をしてしまったことは
なかったかなあ…

④ 自己の生き方についての考えを深める。

■ 例えば、道徳的価値に関わる事象を自分自身
の問題として受け止められるようにする。

8小（中）学校学習指導要領（平成29年告示）解説「特別の教科 道徳編」

○ 道徳科の目標について



①～④の学習を通して
以下の３つを育て、道徳性を養う。

・道徳的価値の大切さを理解し、望ましい対処を判
断する能力（道徳的判断力）

・人間としてのよりよい生き方や善を志向する感情
（道徳的心情）

・道徳的価値を実現しようとする意志の働き、道徳
的行為への身構え（道徳的実践意欲と態度）

9小学校学習指導要領（平成29年告示）解説「特別の教科 道徳編」

○ 道徳科の目標について



〔小学校〕 低学年19、中学年20、高学年22

〔中学校〕 22

道徳科の内容項目

A 主として自分自身に関すること
B 主として人との関わりに関すること
C 主として集団や社会との関わりに関
すること

D 主として生命や自然、崇高なものと
の関わりに関すること

10小（中）学校学習指導要領（平成29年告示）解説「特別の教科 道徳編」

○ 内容項目について



○ 道徳科の学習指導過程
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導入
・道徳的価値について、問題意識をもつ

・教材の内容に興味や関心をもつ

展開

・自分自身との関わりで考える
・物事を多面的・多角的に考える

・自己の（人間としての）生き方についての考えを深める

終末 ・道徳的価値の意義を理解し、自己の生き方に生かす

北海道教育庁学校教育局義務教育課「『考え、議論する道徳』の実現に向けて」

校内研修パッケージ①を基に作成



○ 道徳科の学習指導過程
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北海道教育庁学校教育局義務教育課「『考え、議論する道徳』の実現に向けて」

校内研修パッケージ①を基に作成

展開の工夫

読み物教材の登場人物への自我関与が中心の学習

自分自身との関わりで考える授業

自分だったら、□□な
気持ちになります 。
だって…

主人公と同じ状況
だったら、
どんな気持ちになり
ますか？

○○のとき、
主人公は、
ど ん な 気 持 で
しょうか？

△△のように考えた
と思います。
自分も…



○ 道徳科の学習指導過程
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北海道教育庁学校教育局義務教育課「『考え、議論する道徳』の実現に向けて」

校内研修パッケージ①を基に作成

展開の工夫

他者と対話したり協働したりする学習

物事を多面的・多角的に考える授業

ルールを守るのが大切なのは
分かるけど、○○できないこと
もあると思います。

ルールを守ることは大
切だから、○○すべきだ
と思います。

例えば△△な状況だったら、
ルールを守ることができるかな。

自分だったら…



○ 道徳科の学習指導過程
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北海道教育庁学校教育局義務教育課「『考え、議論する道徳』の実現に向けて」

校内研修パッケージ①を基に作成

展開の工夫



○ 道徳科の学習指導過程

15北海道教育庁学校教育局義務教育課「『考え、議論する道徳』の実現に向けて」

校内研修パッケージ①を基に作成

展開の工夫



○ 道徳科の学習指導過程

16北海道教育庁学校教育局義務教育課「『考え、議論する道徳』の実現に向けて」

校内研修パッケージ①を基に作成

展開の工夫
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○ 道徳科の授業づくり

○ 道徳科の発問づくり

北海道教育庁学校教育局義務教育課「『考え、議論する道徳』の実現に向けて」

校内研修パッケージ①を基に作成

再掲



発問づくりのポイント

「児童生徒に問題意識をもたせる発問」

「自分のこととして考えさせることができる発問」

「自己の本音や心情を表出させることができる発問」

「多様な感じ方や考え方を引き出すことができる

発問」
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○ 道徳科の発問づくり
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・道徳科においては、道徳性を養うために
①道徳的諸価値についての理解を基に、
②自己を見つめ、
③物事を（広い視野から）多面的・多角的に考え、
④自己（人間として）の生き方についての考えを深める

学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を
育てること。

・内容項目は、小学校低学年19、小学校中学年20、小学校
高学年22、中学校22であること。

※（ ）は中学校

○ 道徳科の目標と内容項目について



○ 道徳的価値に迫る読み物の活用や道徳的価
値に関する問題解決的な学習・体験的な学習な
ど、多様な指導方法を取り入れた授業を各学校
において展開する。
・自分とは異なる意見をもつ他者と議論すること
を通して、道徳的価値を多面的・多角的に考え
る。
・多面的・多角的な思考を通じて、道徳的価値の
理解を自分自身との関わりの中で深める。

「考え、議論する道徳」への質的転換に向けて

平成28年11月７日道徳教育担当指導主事協議会の資料 20



指導に当たっては、

①学習指導要領の趣旨をしっかりと把握し、
②指導する教師一人一人が、学校の実態や
児童生徒の実態を踏まえて、

③主題やねらいに応じた適切な工夫改良を
加えながら適切な指導方法を選択すること

が求められるということである。
平成28年11月７日道徳教育担当指導主事協議会の資料を基に作成
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【小学校（特別の教科 道徳）】 【中学校（特別の教科 道徳）】 北海道版道徳教育アーカイブ

参考資料
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参考資料

【自尊感情の醸成に向けた道徳教育の充実】

○自尊感情の醸成に向
けた道徳教育の充実

【道徳科の授業改善】

○道徳教育の充実に向け
て～自尊感情や規範意
識の醸成に向けた道徳
科の授業改善～
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参考資料

【豊かでたくましい心を育むために】

○自尊感情、規範意識を
醸成する道徳教育の充
実～豊かでたくましい
心を育むために～

【道徳教育校内研修パッケージ】

○道徳教育校内研修
パッケージ

考え、議論する道徳の
実現に向けて


